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の構造に基づき、第二級アミンを捕捉できるよう結合部位をより大きくした、擬 24-クラウンー8 型、擬 27-クラウン-9
型、およびポダンド型の結合部位をもっ化合物を設計し、その合成を行った。
第 3 章では、第 2 章で記述したホスト分子の錯形成能と不斉識別能の評価について記述している。まず、アキラル
な第二級アミンとの溶液中での錯形成能について調べたところ、擬 24- クラウン・8 型ホストおよびポダンド型ホスト
が大きな錯形成能を有することを見い出した。さらに、それらが数種類のキラルな第二級アミンに対して明確な不斉
識別能を示すことを明らかにするとともに、ホストーゲスト錯体の構造について検討した。最後に、本研究のまとめ
と今後の展望について述べている。
以上のように本論文は、これまで困難とされていた第二級アミンに対する明確な不斉識別能を有する分子の開発に
ついて述べたものであり、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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